
(57)【要約】

【課題】　ロングストローク化の達成をペダル踏力の増

加を招くことなく図ることができる気圧式倍力装置を提

供する。

【解決手段】　倍力作用の開始に際し、真空弁１１Ａは

閉弁されており負圧通路７１はポペット弁体背面側空間

７０Ａと遮断されて負圧状態になっている。そして、入

力ロッド７が前進して大気弁１０が開弁すると、変圧室

４に大気が導入されこれに伴いパワーピストン５が推進

する一方、ポペット弁体背面側空間７０Ａに大気が導入

され、ポペット弁体１２Ａの弁体離着座部５７は、負圧

状態の負圧通路７１側、すなわち負圧用弁座７３を閉弁

する方向の圧力を受ける。このため、大気弁１０の開弁

時に真空弁１１Ａを閉弁状態に維持するために必要とさ

れるばね力ひいては無効入力を小さくでき、これに伴い

、ロングストローク化に付随して必要とされる低ペダル

比化を行っても、ペダル踏力を増加させなくて済むこと

になる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 シ ェ ル 本 体 内 を パ ワ ー ピ ス ト ン に よ り 定 圧 室 と 変 圧 室 と に 区 画 し 、 前 記 パ ワ ー ピ ス ト ン
に 連 結 し た バ ル ブ ボ デ ー の 筒 状 部 を 前 記 シ ェ ル 本 体 を 挿 通 し て そ の 後 方 へ 延 ば し 、 前 記 バ
ル ブ ボ デ ー 内 に 、 入 力 ロ ッ ド に 連 結 さ れ た プ ラ ン ジ ャ に 連 動 す る 弁 機 構 を 配 設 し 、 前 記 バ
ル ブ ボ デ ー に 、 一 端 側 が 前 記 定 圧 室 に 連 通 し 他 端 側 が 前 記 筒 状 部 の 内 周 面 に 負 圧 通 路 開 口
部 と し て 開 口 す る 負 圧 通 路 を 設 け 、 前 記 入 力 ロ ッ ド が 前 進 す る こ と に 伴 い 前 記 弁 機 構 が 作
動 し 前 記 筒 状 部 の 開 口 部 を 通 し て 前 記 変 圧 室 に 大 気 を 導 入 し て 前 記 定 圧 室 と 前 記 変 圧 室 と
の 間 に 圧 力 差 を 発 生 さ せ 、 こ の 圧 力 差 に よ っ て 前 記 パ ワ ー ピ ス ト ン を 推 進 す る 気 圧 式 倍 力
装 置 で あ っ て 、
　 前 記 負 圧 通 路 開 口 部 は 、 前 記 入 力 ロ ッ ド の 基 端 側 に 向 け て 開 口 し 、
　 前 記 弁 機 構 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ の 後 端 に 形 成 さ れ た 環 状 の 大 気 用 弁 座 と 、 前 記 負 圧 通 路
開 口 部 の 周 状 縁 部 に 形 成 さ れ た 負 圧 用 弁 座 と 、 前 記 大 気 用 弁 座 及 び 前 記 負 圧 用 弁 座 に 離 着
座 可 能 に 配 設 さ れ た ポ ペ ッ ト 弁 体 と 、 を 備 え 、
　 前 記 ポ ペ ッ ト 弁 体 は 、 前 記 負 圧 用 弁 座 に 対 す る 離 着 座 に よ り 前 記 負 圧 通 路 開 口 部 を 開 閉
し 、
　 前 記 負 圧 通 路 開 口 部 に 対 向 す る 前 記 ポ ペ ッ ト 弁 体 の 背 面 領 域 に お け る 前 記 筒 状 部 及 び 前
記 ポ ペ ッ ト 弁 体 に よ り 囲 ま れ る ポ ペ ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 は 、 前 記 変 圧 室 に 連 通 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 気 圧 式 倍 力 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ポ ペ ッ ト 弁 体 は 、 前 記 バ ル ブ ボ デ ー の 筒 状 部 に 、 該 筒 状 部 の 内 部 に 設 け ら れ る 筒 体
を 介 し て 固 定 さ れ る 略 筒 状 の ポ ペ ッ ト 弁 体 基 端 部 と 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 基 端 部 に 連 接 さ れ る 略
筒 状 の ベ ロ ー 部 と 、 該 ベ ロ ー 部 の 先 端 側 に 連 結 さ れ て 前 記 大 気 用 弁 座 及 び 前 記 負 圧 用 弁 座
に 離 着 座 す る 環 状 の 弁 体 離 着 座 部 と 、 該 弁 体 離 着 座 部 を 前 記 大 気 用 弁 座 及 び 負 圧 用 弁 座 に
着 座 す る 方 向 に 押 付 け る ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ と 、 を 備 え 、 前 記 ベ ロ ー 部 の 先 端 側 の 前 記 弁
体 離 着 座 部 に 対 す る 連 結 は 、 前 記 弁 体 離 着 座 部 の 内 径 側 部 分 で 行 わ れ て い る こ と 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 気 圧 式 倍 力 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ は 、 前 記 弁 体 離 着 座 部 と 前 記 筒 状 部 と の 間 に 介 在 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 気 圧 式 倍 力 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 の ブ レ ー キ 系 統 に 用 い ら れ る 気 圧 式 倍 力 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 気 圧 式 倍 力 装 置 の 一 例 と し て 、 図 ４ に 示 す よ う な も の が あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 図 ４
に 示 す 気 圧 式 倍 力 装 置 １ は 、 シ ェ ル 本 体 ２ 内 を 定 圧 室 ３ と 変 圧 室 ４ と に 区 画 す る パ ワ ー ピ
ス ト ン ５ と 、 パ ワ ー ピ ス ト ン ５ に 連 結 し た バ ル ブ ボ デ ー ６ の 筒 状 部 ３ ９ 内 に 配 置 さ れ 入 力
ロ ッ ド ７ に 連 結 さ れ た プ ラ ン ジ ャ ８ に 連 動 し て 作 動 す る 弁 機 構 ９ と 、 を 備 え て い る 。 筒 状
部 ３ ９ は 、 シ ェ ル 本 体 ２ を 挿 通 し て そ の 後 方 へ 延 ば さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 弁 機 構 ９ は 、 大 気 弁 １ ０ 及 び 真 空 弁 １ １ を 含 み 、 か つ 大 気 弁 １ ０ 及 び 真 空 弁 １ １ の そ れ
ぞ れ 一 部 を 構 成 す る ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ を 有 し て い る 。 大 気 弁 １ ０ は 、 変 圧 室 ４ と 大 気 と の
連 通 ・ 遮 断 を 行 い 、 真 空 弁 １ １ は 、 定 圧 室 ３ と 変 圧 室 ４ と の 連 通 ・ 遮 断 を 行 う よ う に し て
い る 。 ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ は 、 バ ル ブ ボ デ ー ６ に 固 定 さ れ る 略 筒 状 の ポ ペ ッ ト 弁 体 基 端 部 １
２ ａ と 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 基 端 部 １ ２ ａ に 連 接 さ れ る 略 筒 状 の ベ ロ ー 部 １ ２ ｂ と 、 ベ ロ ー 部 １
２ ｂ の 先 端 側 に 連 結 さ れ て 後 述 す る 大 気 用 弁 座 ２ ０ 及 び 負 圧 用 弁 座 ２ ３ に 離 着 座 す る 環 状
の 弁 体 離 着 座 部 １ ２ ｃ と 、 を 備 え て い る 。 そ し て 、 ベ ロ ー 部 １ ２ ｂ の 先 端 側 は 、 弁 体 離 着
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座 部 １ ２ ｃ の 外 径 側 部 分 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 筒 状 部 ３ ９ の 内 部 空 間 （ 筒 状 部 空 間 ） ３ ７ に お け る 大 気 弁 ３ ９ の 後 方 領 域 （ 以 下
、 筒 状 部 空 間 後 方 領 域 と い う 。 ） ３ ７ ａ は 、 筒 状 部 ３ ９ の 開 口 部 を 介 し て 大 気 に 連 通 し て
い る 。
　 入 力 ロ ッ ド ７ と バ ル ブ ボ デ ー ６ と の 間 に は バ ル ブ ス プ リ ン グ １ ５ が 介 在 さ れ 、 入 力 ロ ッ
ド ７ と ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ の 先 端 部 と の 間 に は ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ １ ６ が 介 在 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 バ ル ブ ス プ リ ン グ １ ５ は 、 バ ル ブ ボ デ ー ６ に 対 し て 入 力 ロ ッ ド ７ を 基 端 側 （ 図 ４
右 側 ） に 押 し 付 け る よ う に し て い る 。 ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ １ ６ は 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ の 先
端 部 を プ ラ ン ジ ャ ８ （ ひ い て は 大 気 用 弁 座 ２ ０ ） に 押 し 付 け る よ う に し て い る 。 真 空 弁 １
１ は 、 そ の 中 心 軸 を 大 気 弁 １ ０ の 中 心 軸 と 同 一 に し て 配 置 さ れ （ す な わ ち 、 大 気 弁 １ ０ と
同 軸 上 に 配 置 さ れ ） 、 か つ 大 気 弁 １ ０ の 外 側 に 配 置 さ れ て い る （ す な わ ち 、 真 空 弁 １ １ は
、 大 気 弁 １ ０ に 比 し て 径 が 大 き く な っ て い る ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 こ の 気 圧 式 倍 力 装 置 １ は 、 入 力 ロ ッ ド ７ に 連 接 さ れ た ブ レ ー キ ペ ダ ル （ 図 示 省
略 ） が 踏 込 ま れ る と 、 バ ル ブ ス プ リ ン グ １ ５ の ば ね 力 等 に 抗 し て 入 力 ロ ッ ド ７ が 前 進 し 、
こ の 入 力 ロ ッ ド ７ の 前 進 に よ り 大 気 弁 １ ０ が 開 弁 し て 筒 状 部 空 間 後 方 領 域 ３ ７ ａ と 変 圧 室
４ と が 連 通 し 、 変 圧 室 ４ に 大 気 を 導 入 す る 。 こ の 変 圧 室 ４ へ の 大 気 導 入 に よ り 定 圧 室 ３ と
変 圧 室 ４ と の 間 に 圧 力 差 を 発 生 さ せ 、 こ の 圧 力 差 に よ っ て パ ワ ー ピ ス ト ン ５ に 生 じ た 推 力
を リ ア ク シ ョ ン デ ィ ス ク ２ １ を 介 し て 出 力 ロ ッ ド ２ ２ に 作 用 さ せ る と と も に 、 出 力 ロ ッ ド
２ ２ か ら リ ア ク シ ョ ン デ ィ ス ク ２ １ に 作 用 す る 反 力 の 一 部 を 入 力 ロ ッ ド ７ に 伝 達 す る よ う
に し て い る 。
　 そ し て 、 入 力 ロ ッ ド ７ の 前 進 停 止 や パ ワ ー ピ ス ト ン ５ （ バ ル ブ ボ デ ー ６ ） の 前 進 に 伴 い
、 バ ル ブ ボ デ ー ６ が 入 力 ロ ッ ド ７ に 対 し て 相 対 的 に 所 定 量 前 進 す る こ と に よ り 、 大 気 弁 １
０ が 閉 弁 し 、 バ ラ ン ス 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 し た ブ レ ー キ ペ ダ ル に 対 す る 踏 力 が 解 放 さ れ る と 、 入 力 ロ ッ ド ７ が バ ル ブ ス プ リ ン
グ １ ５ の ば ね 力 に よ っ て 後 退 す る と 共 に 、 プ ラ ン ジ ャ ８ も 後 退 す る 。 こ れ に よ り 、 ポ ペ ッ
ト 弁 体 １ ２ が プ ラ ン ジ ャ ８ に 押 さ れ て バ ル ブ ボ デ ー ６ の 内 側 に 設 け ら れ た 真 空 弁 １ １ の 弁
座 （ 以 下 、 負 圧 用 弁 座 と い う 。 ） ２ ３ が 開 き 、 変 圧 室 ４ 内 に 負 圧 通 路 ２ ４ 及 び 大 気 通 路 ２
５ を 経 て 負 圧 が 導 入 さ れ 、 上 述 し た 圧 力 差 が 解 消 さ れ る 。 そ の 後 は 、 定 圧 室 ３ 内 の 復 帰 ば
ね ２ ６ の ば ね 力 に よ り バ ル ブ ボ デ ー ６ が 後 退 し 、 バ ル ブ ボ デ ー ６ に 形 成 し た 半 径 方 向 孔 ２
７ ａ に 挿 入 さ れ た ス ト ッ プ キ ー ２ ７ が リ ヤ シ ェ ル ２ ８ 内 の 段 差 面 ２ ９ に 当 接 す る 原 位 置 に
パ ワ ー ピ ス ト ン ５ が 復 帰 し 、 こ れ と 同 時 に プ ラ ン ジ ャ ８ も 原 位 置 に 復 帰 し て 、 前 記 真 空 弁
１ １ も 閉 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 負 圧 通 路 ２ ４ は 、 一 端 側 が 定 圧 室 ３ に 連 通 し 他 端 側 が 筒 状 部 ３ ９ の 内 周 面 に 開 口 し
て バ ル ブ ボ デ ６ ー に 形 成 さ れ て い る 。 負 圧 通 路 ２ ４ の 他 端 側 の 開 口 部 （ 以 下 、 負 圧 通 路 開
口 部 と い う 。 ） ２ ４ ａ は 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ の 外 周 側 に 臨 ん で 配 置 さ れ て い る 。 負 圧 通 路
開 口 部 ２ ４ ａ の リ ア ク シ ョ ン デ ィ ス ク ２ １ 側 方 向 の 縁 部 が 真 空 弁 １ １ の 負 圧 用 弁 座 ２ ３ と
さ れ て お り 、 負 圧 用 弁 座 ２ ３ に 対 し て 弁 体 離 着 座 部 １ ２ ｃ の 外 周 側 部 分 が 離 着 座 す る よ う
に な っ て い る 。 そ し て 、 筒 状 部 ３ ９ 及 び ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ に よ り 形 成 さ れ る 空 間 （ 以 下 、
ポ ペ ッ ト 弁 体 外 周 側 空 間 と い う 。 ） ７ ０ は 、 弁 体 離 着 座 部 １ ２ ｃ が 負 圧 用 弁 座 ２ ３ に 着 座
し た 状 態 で 負 圧 通 路 ２ ４ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 し た よ う に 入 力 ロ ッ ド ７ の 前 進 に よ り 大 気 弁 １ ０ を 開 作 動 す る 際 に は 、 バ ル ブ ス プ
リ ン グ １ ５ の セ ッ ト 荷 重 （ ば ね 力 ） 等 で 定 ま り 大 気 弁 １ ０ を 開 く 時 に 必 要 な 力 （ 以 下 、 無
効 入 力 と い う 。 ） 以 上 の 力 が 入 力 ロ ッ ド ７ に 加 わ る こ と に よ り 、 大 気 弁 １ ０ の 開 弁 が 果 た
さ れ る 。 ま た 、 バ ル ブ ス プ リ ン グ １ ５ 及 び ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ １ ６ は 、 そ の セ ッ ト 荷 重 （
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ば ね 力 ） が 、 負 圧 状 態 の 定 圧 室 ３ 又 は 負 圧 が 導 入 さ れ る 変 圧 室 ４ の 内 圧 と 大 気 と の 圧 力 差
に 抗 す る よ う に 設 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ０ ０ １ ６ ３ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 と こ ろ で 、 近 時 、 気 圧 式 倍 力 装 置 で は 、 こ れ と 共 に 用 い ら れ る マ ス タ シ リ ン ダ の ロ ン グ
ス ト ロ ー ク 化 に 合 わ せ て 、 ロ ン グ ス ト ロ ー ク 化 を 図 る こ と が 望 ま れ て い る 。 そ し て 、 気 圧
式 倍 力 装 置 に つ い て ロ ン グ ス ト ロ ー ク 化 を 図 る と 、 マ ス タ シ リ ン ダ に 対 す る ス ト ロ ー ク 及
び ペ ダ ル 操 作 量 の 関 係 を 良 好 な 状 態 に 維 持 す る 上 で ペ ダ ル 比 を 下 げ る （ 低 ペ ダ ル 比 化 を 図
る ） 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し な が ら 、 低 ペ ダ ル 比 化 を 図 る と 、 従 来 構 造 の 気 圧 式 倍 力 装 置 で は 初 期 ペ ダ ル 踏 力
の 増 加 （ ひ い て は 無 効 入 力 の 増 加 ） を 招 き 、 そ の 分 、 ペ ダ ル 操 作 性 が 悪 化 し 不 便 と な る 。
そ し て 、 こ の よ う に 悪 化 す る ペ ダ ル 操 作 性 の 改 善 の た め に 、 無 効 入 力 の 低 減 を 図 る こ と が
考 え ら れ る 。 し か し 、 無 効 入 力 は 、 そ の 大 部 分 が 、 上 述 し た よ う に 負 圧 状 態 の 定 圧 室 又 は
負 圧 が 導 入 さ れ る 変 圧 室 の 内 圧 と 大 気 と の 圧 力 差 に 抗 す る よ う に 設 定 さ れ る バ ル ブ ス プ リ
ン グ 及 び ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ の セ ッ ト 荷 重 （ ば ね 力 ） で あ り 、 そ の 低 減 を 適 切 に 図 る こ と
は 容 易 で は な か っ た 。
　 こ の た め 、 低 ペ ダ ル 比 化 す な わ ち ロ ン グ ス ト ロ ー ク 化 を 適 切 に 果 た す こ と が で き な い と
い う の が 実 情 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ロ ン グ ス ト ロ ー ク 化 の 達 成 を ペ ダ ル
踏 力 の 増 加 を 招 く こ と な く 図 る こ と が で き る 気 圧 式 倍 力 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 シ ェ ル 本 体 内 を パ ワ ー ピ ス ト ン に よ り 定 圧 室 と 変 圧 室 と に 区 画
し 、 前 記 パ ワ ー ピ ス ト ン に 連 結 し た バ ル ブ ボ デ ー の 筒 状 部 を 前 記 シ ェ ル 本 体 を 挿 通 し て そ
の 後 方 へ 延 ば し 、 前 記 バ ル ブ ボ デ ー 内 に 、 入 力 ロ ッ ド に 連 結 さ れ た プ ラ ン ジ ャ に 連 動 す る
弁 機 構 を 配 設 し 、 前 記 バ ル ブ ボ デ ー に 、 一 端 側 が 前 記 定 圧 室 に 連 通 し 他 端 側 が 前 記 筒 状 部
の 内 周 面 に 負 圧 通 路 開 口 部 と し て 開 口 す る 負 圧 通 路 を 設 け 、 前 記 入 力 ロ ッ ド が 前 進 す る こ
と に 伴 い 前 記 弁 機 構 が 作 動 し 前 記 筒 状 部 の 開 口 部 を 通 し て 前 記 変 圧 室 に 大 気 を 導 入 し て 前
記 定 圧 室 と 前 記 変 圧 室 と の 間 に 圧 力 差 を 発 生 さ せ 、 こ の 圧 力 差 に よ っ て 前 記 パ ワ ー ピ ス ト
ン を 推 進 す る 気 圧 式 倍 力 装 置 で あ っ て 、 前 記 負 圧 通 路 開 口 部 は 、 前 記 入 力 ロ ッ ド の 基 端 側
に 向 け て 開 口 し 、 前 記 弁 機 構 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ の 後 端 に 形 成 さ れ た 環 状 の 大 気 用 弁 座 と
、 前 記 負 圧 通 路 開 口 部 の 周 状 縁 部 に 形 成 さ れ た 負 圧 用 弁 座 と 、 前 記 大 気 用 弁 座 及 び 前 記 負
圧 用 弁 座 に 離 着 座 可 能 に 配 設 さ れ た ポ ペ ッ ト 弁 体 と 、 を 備 え 、 前 記 ポ ペ ッ ト 弁 体 は 、 前 記
負 圧 用 弁 座 に 対 す る 離 着 座 に よ り 前 記 負 圧 通 路 開 口 部 を 開 閉 し 、 前 記 負 圧 通 路 開 口 部 に 対
向 す る 前 記 ポ ペ ッ ト 弁 体 の 背 面 領 域 に お け る 前 記 筒 状 部 及 び 前 記 ポ ペ ッ ト 弁 体 に よ り 囲 ま
れ る ポ ペ ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 は 、 前 記 変 圧 室 に 連 通 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 気 圧 式 倍 力 装 置 に お い て 、 前 記 ポ ペ ッ ト 弁 体 は
、 前 記 バ ル ブ ボ デ ー の 筒 状 部 に 、 該 筒 状 部 の 内 部 に 設 け ら れ る 筒 体 を 介 し て 固 定 さ れ る 略
筒 状 の ポ ペ ッ ト 弁 体 基 端 部 と 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 基 端 部 に 連 接 さ れ る 略 筒 状 の ベ ロ ー 部 と 、 該
ベ ロ ー 部 の 先 端 側 に 連 結 さ れ て 前 記 大 気 用 弁 座 及 び 前 記 負 圧 用 弁 座 に 離 着 座 す る 環 状 の 弁
体 離 着 座 部 と 、 該 弁 体 離 着 座 部 を 前 記 大 気 用 弁 座 及 び 負 圧 用 弁 座 に 着 座 す る 方 向 に 押 付 け
る ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ と 、 を 備 え 、 前 記 ベ ロ ー 部 の 先 端 側 の 前 記 弁 体 離 着 座 部 に 対 す る 連
結 は 、 前 記 弁 体 離 着 座 部 の 内 径 側 部 分 で 行 わ れ て い る こ と 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 気 圧 式 倍 力 装 置 に お い て 、 前 記 ポ ペ ッ ト
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ス プ リ ン グ は 、 前 記 弁 体 離 着 座 部 と 前 記 筒 状 部 と の 間 に 介 在 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 倍 力 作 用 の 開 始 に 際 し 、 負 圧 通 路 は 負 圧 状 態 と さ れ て い
て か つ ポ ペ ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 と 遮 断 さ れ て お り 、 入 力 ロ ッ ド の 前 進 に よ り 大 気 弁 が 開 弁
す る と 、 変 圧 室 に 大 気 が 導 入 さ れ て 定 圧 室 と 変 圧 室 と の 間 に 圧 力 差 が 生 じ て パ ワ ー ピ ス ト
ン が 推 進 す る 一 方 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 に 大 気 が 導 入 さ れ 、 こ れ に 伴 い ポ ペ ッ ト 弁 体
は 負 圧 通 路 側 、 す な わ ち 負 圧 用 弁 座 を 閉 弁 す る 方 向 に 押 え ら れ る 。 こ の た め 、 大 気 弁 を 開
弁 し た 際 に 、 真 空 弁 を 閉 弁 状 態 に 維 持 す る た め に 必 要 と さ れ る ば ね 力 を 、 そ の 分 、 小 さ く
で き 、 ひ い て は 無 効 入 力 を 小 さ く で き る 。 そ し て 、 こ の よ う に 無 効 入 力 を 小 さ く で き る こ
と か ら 、 ロ ン グ ス ト ロ ー ク 化 に 付 随 し て 必 要 と さ れ る 低 ペ ダ ル 比 化 を 行 っ て も 、 ペ ダ ル 踏
力 を 増 加 さ せ な く て 済 む こ と に な る 。 換 言 す れ ば 、 ペ ダ ル 踏 力 を 増 加 さ せ ず に ロ ン グ ス ト
ロ ー ク 化 （ ひ い て は こ れ に 伴 う 低 ペ ダ ル 比 化 ） を 図 る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ベ ロ ー 部 の 先 端 側 の 弁 体 離 着 座 部 に 対 す る 連 結 は 、 弁 体
離 着 座 部 の 内 径 側 部 分 で 行 わ れ て い る の で 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 を 広 く 取 る こ と が で
き 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 に ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ を 配 置 す る ス ペ ー ス を 確 保 す る こ と が
で き る 。
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ は 、 弁 体 離 着 座 部 と 筒 状 体 と の 間 に
介 在 さ れ て お り 、 ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ の ば ね 力 は 、 負 圧 用 弁 座 に 対 し て 押 し 付 け 力 と し て
働 き 、 確 実 な シ ー ル 性 を 有 す る こ と に な る 。 ま た 、 大 気 が 変 圧 室 に 導 入 さ れ る 時 、 ポ ペ ッ
ト ス プ リ ン グ を 通 ら な い の で 、 空 気 連 通 音 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 に 係 る 気 圧 式 倍 力 装 置 １ Ａ を 図 １ 及 び 図 ２ に 基 づ い て 説
明 す る 。
　 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、 気 圧 式 倍 力 装 置 １ Ａ は 、 フ ロ ン ト シ ェ ル ３ ０ と リ ヤ シ ェ ル ２ ８
と か ら な る シ ェ ル 本 体 ２ を 備 え る と 共 に 、 こ の シ ェ ル 本 体 ２ 内 に 、 こ の 内 部 を 定 圧 室 ３ と
変 圧 室 ４ と に 区 画 す る パ ワ ー ピ ス ト ン ５ を 配 設 し て い る 。 パ ワ ー ピ ス ト ン ５ は 、 ダ イ ア フ
ラ ム ３ ５ に 保 持 さ れ て お り 、 そ の 中 心 部 に は 、 軸 孔 ３ ６ 及 び 筒 状 部 空 間 ３ ７ を 形 成 し た バ
ル ブ ボ デ ー ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 バ ル ブ ボ デ ー ６ は 、 軸 孔 ３ ６ 及 び 筒 状 部 空 間 ３ ７ の 一 部 が 形 成 さ れ た 大 径 の 本 体 部 （ 以
下 、 バ ル ブ ボ デ ー 本 体 部 と い う 。 ） ３ ８ と 、 筒 状 部 空 間 ３ ７ の 大 部 分 が 形 成 さ れ た 小 径 の
筒 状 部 ３ ９ と を 連 接 し て な っ て お り 、 そ の 筒 状 部 ３ ９ が 、 リ ヤ シ ェ ル ２ ８ の 後 部 の 小 径 筒
部 ４ ０ を 気 密 的 に か つ 摺 動 自 在 に 挿 通 し て そ の 後 方 ま で 延 ば さ れ て い る 。 筒 状 部 ３ ９ は 、
そ の 開 口 部 （ 以 下 、 筒 状 部 開 口 部 と い う 。 ） ３ ９ ａ 側 の 筒 状 部 先 端 側 部 分 ３ ９ Ａ と 、 筒 状
部 先 端 側 部 分 ３ ９ Ａ の 筒 状 部 開 口 部 ３ ９ ａ と 反 対 側 の 筒 状 部 基 端 側 部 分 ３ ９ Ｂ と 、 か ら な
っ て い る 。 筒 状 部 基 端 側 部 分 ３ ９ Ｂ は 、 バ ル ブ ボ デ ー 本 体 部 ３ ８ に 連 接 さ れ て い る 。 ま た
、 筒 状 部 基 端 側 部 分 ３ ９ Ｂ は 、 筒 状 部 先 端 側 部 分 ３ ９ Ａ に 比 し て 厚 さ 寸 法 が 大 き く さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 バ ル ブ ボ デ ー ６ に は 、 一 端 側 が 定 圧 室 ３ に 連 通 し 他 端 側 が 筒 状 部 ３ ９ の 内 周 面 に 開 口 す
る 負 圧 通 路 ７ １ （ 定 圧 通 路 ） を 設 け ら れ て い る 。 負 圧 通 路 ７ １ の 他 端 側 の 開 口 部 （ 以 下 、
負 圧 通 路 開 口 部 と い う 。 ） ７ ２ は 、 筒 状 部 基 端 側 部 分 ３ ９ Ｂ か ら 筒 状 部 先 端 側 部 分 ３ ９ Ａ
に 向 け て 略 筒 状 に 突 出 し 、 入 力 ロ ッ ド ７ の 基 端 側 に （ 図 ２ 右 方 向 に 、 図 ３ 紙 面 手 前 に ） 向
け て 開 口 し 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ の 弁 体 離 着 座 部 ５ ７ に 臨 ん で 配 置 さ れ て い る 。 負 圧 通 路
７ １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に ２ 本 形 成 さ れ て お り 、 こ れ に 対 応 し て 負 圧 通 路 開 口 部 ７ ２ も ２
つ 設 け ら れ て い る 。 負 圧 通 路 開 口 部 ７ ２ の リ ン グ 状 の 縁 部 が 負 圧 用 弁 座 ７ ３ を 形 成 し て お
り 、 弁 体 離 着 座 部 ５ ７ が 離 着 座 し 得 る よ う に な っ て い る 。 換 言 す れ ば 弁 体 離 着 座 部 ５ ７ は
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、 負 圧 用 弁 座 ７ ３ に 対 す る 離 着 座 に よ り 負 圧 通 路 開 口 部 ７ ２ を 開 閉 す る よ う に な っ て い る
。
　 そ し て 、 こ の 場 合 、 負 圧 通 路 開 口 部 ７ ２ に 対 向 す る 弁 体 離 着 座 部 ５ ７ （ ポ ペ ッ ト 弁 体 １
２ Ａ ） の 背 面 領 域 に お け る 筒 状 部 ３ ９ 、 筒 状 部 内 筒 体 ７ ４ 及 び ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ に よ り
囲 ま れ る 空 間 （ 以 下 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 と い う 。 ） ７ ０ Ａ は 、 大 気 通 路 ２ ５ を 通 し
て 変 圧 室 ４ に 連 通 し て い る 一 方 、 弁 体 離 着 座 部 ５ ７ が 負 圧 用 弁 座 ７ ３ に 着 座 し た 状 態 で 負
圧 通 路 ７ １ と の 連 通 が 遮 断 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 筒 状 部 先 端 側 部 分 ３ ９ Ａ に は 、 前 記 筒 状 部 内 筒 体 ７ ４ が 嵌 合 さ れ て い る 。 筒 状 部 内 筒 体
７ ４ は 、 筒 体 本 体 ７ ５ と 、 筒 体 本 体 ７ ５ の 一 端 側 に 連 接 し 筒 体 本 体 ７ ５ に 比 し て 厚 さ 寸 法
が 大 き い 筒 体 肉 厚 部 ７ ６ と 、 筒 体 本 体 ７ ５ の 他 端 側 に 径 方 向 外 方 に 突 出 形 成 さ れ 、 筒 状 部
開 口 部 ３ ９ ａ に 当 接 し て バ ル ブ ボ デ ー ６ に 対 す る 位 置 決 め に 用 い ら れ る 筒 体 第 １ フ ラ ン ジ
７ ７ と 、 か ら 大 略 構 成 さ れ て い る 。
　 筒 体 肉 厚 部 ７ ６ の 外 周 側 に は Ｏ リ ン グ ７ ８ を 収 納 し て こ れ を 固 定 す る 環 状 溝 ７ ９ が 形 成
さ れ て い る 。
　 筒 体 肉 厚 部 ７ ６ の 前 方 側 （ 図 ２ 左 方 向 ） に は 、 径 方 向 内 方 に 突 出 す る 筒 体 第 ２ フ ラ ン ジ
８ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 筒 体 肉 厚 部 ７ ６ の 内 周 側 に 嵌 合 さ れ る ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ の ポ ペ
ッ ト 弁 体 基 端 部 ５ ５ を シ ー ル す る と 共 に 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ の 抜 け 止 め を 行 う よ う に し
て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 筒 体 第 ２ フ ラ ン ジ ８ ０ に は 、 前 方 （ 図 ２ 左 方 向 ） に 突 出 す る 環 状 突 起 ８ １ が 形 成 さ れ て
お り 、 ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ １ ６ Ａ の 一 端 部 を 係 止 す る よ う に し て い る 。
　 ま た 、 筒 状 部 ３ ９ 内 に は 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ の ポ ペ ッ ト 弁 体 基 端 部 ５ ５ を 内 周 側 か ら
押 え ら れ る よ う に ポ ペ ッ ト リ テ ー ナ ８ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 ポ ペ ッ ト リ テ ー ナ ８ ２ は 、 ポ
ペ ッ ト 弁 体 基 端 部 ５ ５ を 上 記 筒 体 肉 厚 部 ７ ６ に 固 定 す る と 共 に 、 バ ル ブ ス プ リ ン グ １ ５ を
係 止 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 バ ル ブ ボ デ ー ６ は 、 定 圧 室 ３ 内 に 配 設 し た 復 帰 ば ね ２ ６ に よ り 、 常 時 は リ ヤ 側 （
図 １ 右 側 ） へ 付 勢 さ れ 、 本 気 圧 式 倍 力 装 置 １ Ａ の 非 作 動 時 に は 、 半 径 方 向 孔 ２ ７ ａ に 挿 入
し た ス ト ッ プ キ ー ２ ７ を リ ヤ シ ェ ル ２ ８ の 小 径 筒 部 ４ ０ の 内 側 の 段 差 面 ２ ９ に 当 接 さ せ る
原 位 置 に 位 置 決 め さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 定 圧 室 ３ 内 に は 、 フ ロ ン ト シ ェ ル ３ ０ に 設 け た 通 気 口 ４ １ を 通 じ て 、 例 え ば エ ン ジ ン 負
圧 が 導 入 さ れ る よ う に な っ て お り 、 こ の 負 圧 は 、 図 示 し な い ブ レ ー キ ペ ダ ル か ら 延 ば し た
入 力 ロ ッ ド ７ と 連 動 す る 弁 機 構 ９ の 作 動 に よ り 、 負 圧 通 路 ７ １ と 大 気 通 路 ２ ５ と を 経 て 変
圧 室 ４ に も 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 筒 状 部 ３ ９ の 筒 状 部 開 口 部 ３ ９ ａ 側 に 配 置 し た 筒 状 部 内 筒 体 ７ ４ 内 に は 消 音 用 フ
ィ ル タ ４ ２ 及 び 防 塵 用 フ ィ ル タ ４ ３ が 配 置 さ れ 、 各 フ ィ ル タ ４ ２ ， ４ ３ と を 通 し て 大 気 が
筒 状 部 空 間 ３ ７ に 導 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の 大 気 は 、 弁 機 構 ９ の 作 動 に よ り 大 気
通 路 ２ ５ を 経 て 変 圧 室 ４ に 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ こ で 、 消 音 用 フ ィ ル タ ４ ２ 及
び 防 塵 用 フ ィ ル タ ４ ３ は 、 リ ン グ 状 を な し て お り 、 入 力 ロ ッ ド ７ は こ れ ら フ ィ ル タ ４ ２ 、
４ ３ の 内 径 部 を 挿 通 し て 延 ば さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら フ ィ ル タ ４ ２ 、 ４ ３ は 、 リ ヤ シ ェ
ル ２ ８ の 小 径 筒 部 ４ ０ に 口 縁 部 が 嵌 着 さ れ 、 バ ル ブ ボ デ ー ６ の 筒 状 部 ３ ９ 及 び 筒 状 部 内 筒
体 ７ ４ を 覆 う 有 底 筒 状 の ダ ス ト ブ ー ツ ４ ４ に よ り 抜 止 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 弁 機 構 ９ は 、 バ ル ブ ボ デ ー 本 体 部 ３ ８ に 形 成 さ れ た 軸 孔 ３ ６ 内 に 摺 動 可 能 に 嵌 挿 さ
れ た プ ラ ン ジ ャ ８ を 備 え て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ の プ ラ ン ジ ャ ８ の 後 端 部 （ 以 下 、
プ ラ ン ジ ャ 入 力 ロ ッ ド 連 結 部 と い う 。 ） ４ ５ 及 び 後 述 す る プ ラ ン ジ ャ 本 体 部 ４ ８ に 形 成 し
た 穴 部 （ 符 号 省 略 ） に は 、 消 音 用 フ ィ ル タ ４ ２ と 防 塵 用 フ ィ ル タ ４ ３ と を 挿 通 し て 延 ば し
た 入 力 ロ ッ ド ７ の 先 端 部 (符 号 省 略 )が 挿 入 さ れ て 連 結 さ れ て い る 。 入 力 ロ ッ ド ７ は 、 ブ レ
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ー キ ペ ダ ル の 踏 込 み に 応 じ て 、 図 １ の 左 方 向 へ 前 進 し 、 こ れ と 一 体 に プ ラ ン ジ ャ ８ も 前 進
す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 プ ラ ン ジ ャ ８ は 、 プ ラ ン ジ ャ 入 力 ロ ッ ド 連 結 部 ４ ５ に 、 こ れ に 比 し て 大 径 の プ ラ ン ジ ャ
本 体 部 ４ ８ が 連 接 さ れ 、 こ の プ ラ ン ジ ャ 本 体 部 ４ ８ の 前 側 に は プ ラ ン ジ ャ 入 力 ロ ッ ド 連 結
部 ４ ５ に 比 し て 小 径 の 軸 部 （ 以 下 、 プ ラ ン ジ ャ 軸 部 と い う 。 ） ４ ９ が 延 設 さ れ て い る 。 プ
ラ ン ジ ャ 軸 部 ４ ９ は 、 軸 孔 ３ ６ に 挿 通 さ れ 、 そ の 先 端 面 部 が リ ア ク シ ョ ン デ ィ ス ク ２ １ に
当 接 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 弁 機 構 ９ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 プ ラ ン ジ ャ ８ の 後 端 （ プ ラ ン ジ ャ 入 力 ロ ッ ド 連 結 部 ４
５ ） に 形 成 さ れ た 環 状 の 大 気 用 弁 座 ２ ０ と 、 前 記 負 圧 用 弁 座 ７ ３ と 、 前 記 両 弁 座 ２ ０ 、 ２
３ に 離 着 座 可 能 に 筒 状 部 ３ ９ 内 （ 筒 状 部 空 間 ３ ７ ） に 配 設 さ れ た ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ と 、
筒 体 肉 厚 部 ７ ６ に 一 端 が 係 止 さ れ 、 常 時 は ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ （ 弁 体 離 着 座 部 ５ ７ ） を 両
弁 座 ２ ０ 、 ２ ３ に 着 座 す る 方 向 に 押 付 け る ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ １ ６ Ａ と を 備 え て い る 。 ポ
ペ ッ ト ス プ リ ン グ １ ６ Ａ は 、 図 ２ に も 示 さ れ る よ う に ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ の 背 面 側 （ ポ ペ
ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 ７ ０ Ａ ） に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ は 、 バ ル ブ ボ デ ー ６ に 上 記 筒 状 部 内 筒 体 ７ ４ を 介 し て 固 定 さ れ る 略
筒 状 の 前 記 ポ ペ ッ ト 弁 体 基 端 部 ５ ５ と 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 基 端 部 ５ ５ の 内 周 端 側 に 基 端 側 が 連
接 さ れ る 略 筒 状 の ベ ロ ー 部 ５ ６ と 、 ベ ロ ー 部 ５ ６ の 先 端 側 に 設 け ら れ る 略 環 状 の 前 記 弁 体
離 着 座 部 ５ ７ と 、 か ら 大 略 構 成 さ れ て い る 。 ベ ロ ー 部 ５ ６ は 、 先 端 側 か ら 基 端 側 に 向 け て
緩 や か に 拡 径 し て お り 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 ７ ０ Ａ と 筒 状 部 空 間 ３ ７ と の 間 に 配 置 さ
れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 基 端 部 ５ ５ は 、 上 述 し た よ う に 筒 体 肉 厚 部 ７
６ に 固 定 さ れ る の で 、 従 来 よ り も 筒 状 部 ３ ９ の 内 周 側 で 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。 本
実 施 の 形 態 で は 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 基 端 部 ５ ５ 、 ベ ロ ー 部 ５ ６ 及 び 弁 体 離 着 座 部 ５ ７ は 、 同 一
の 可 撓 性 材 料 で 一 体 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 弁 機 構 ９ は 、 大 気 用 弁 座 ２ ０ と こ れ に 当 接 す る ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ の 弁 体 離 着 座 部 ５ ７
の 前 面 側 （ 図 ２ 左 側 ） に お け る 内 周 側 部 分 （ 符 号 省 略 ） と で 大 気 弁 １ ０ を 構 成 し 、 負 圧 用
弁 座 ７ ３ と こ れ に 当 接 す る ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ の 弁 体 離 着 座 部 ５ ７ の 前 面 側 （ 図 ２ 左 側 ）
に お け る 外 周 側 部 分 （ 符 号 省 略 ） と で 真 空 弁 １ １ Ａ を 構 成 し 、 前 記 変 圧 室 ４ に は 、 こ れ ら
大 気 弁 １ ０ ま た は 真 空 弁 １ １ Ａ の 開 弁 に 応 じ て 大 気 ま た は 負 圧 が 選 択 的 に 供 給 さ れ る よ う
に な る 。
　 大 気 弁 １ ０ は 、 上 述 し た よ う に 構 成 さ れ て 変 圧 室 ４ と 大 気 と の 連 通 ・ 遮 断 を 行 い 、 真 空
弁 １ １ Ａ は 、 上 述 し た よ う に 構 成 さ れ て 定 圧 室 ３ と 変 圧 室 ４ と の 連 通 ・ 遮 断 を 行 う よ う に
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 弁 機 構 ９ を 構 成 す る ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ は 、 入 力 ロ ッ ド ７ を リ ヤ 側 へ 付 勢 す る
バ ル ブ ス プ リ ン グ １ ５ の 一 端 を 受 け る ポ ペ ッ ト リ テ ー ナ ８ ２ に よ り バ ル ブ ボ デ ー ６ に 対 し
て 固 定 さ れ て い る 。 こ の バ ル ブ ス プ リ ン グ １ ５ の 他 端 は 入 力 ロ ッ ド ７ に 一 体 に 設 け た つ ば
部 ６ ６ に 係 止 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 入 力 ロ ッ ド ７ は 、 常 時 は リ ヤ 側 へ の 戻 り 方 向 へ 付 勢
さ れ 、 こ の 動 き に プ ラ ン ジ ャ ８ も 連 動 す る 。 プ ラ ン ジ ャ ８ は 、 バ ル ブ ボ デ ー ６ の 半 径 方 向
孔 ２ ７ ａ に 挿 入 さ れ た ス ト ッ プ キ ー ２ ７ に よ り バ ル ブ ボ デ ー ６ に 対 す る 相 対 移 動 範 囲 が 規
制 さ れ て お り 、 本 気 圧 式 倍 力 装 置 １ Ａ の 非 作 動 時 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ス ト ッ プ キ ー
２ ７ に よ り プ ラ ン ジ ャ ８ の 戻 り 端 が 規 制 さ れ 、 ポ ペ ッ ト 弁 体 １ ２ Ａ は 、 大 気 用 弁 座 ２ ０ 及
び 負 圧 用 弁 座 ７ ３ に 当 接 す る 閉 弁 状 態 を 維 持 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 バ ル ブ ボ デ ー ６ の 前 端 側 に は 、 リ ア ク シ ョ ン デ ィ ス ク ２ １ と 出 力 ロ ッ ド ２ ２ の 基
端 カ ッ プ 部 ６ ８ と が 配 置 さ れ て お り 、 プ ラ ン ジ ャ ８ の プ ラ ン ジ ャ 軸 部 ４ ９ の 先 端 が リ ア ク
シ ョ ン デ ィ ス ク ２ １ の 背 面 に 対 し て わ ず か の 間 隙 を 開 け る よ う に 位 置 決 め さ れ て い る 。 出
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力 ロ ッ ド ２ ２ の 先 端 部 は 、 定 圧 室 ３ を 通 し 、 か つ フ ロ ン ト シ ェ ル ３ ０ を 挿 通 し て 、 図 示 を
略 す マ ス タ シ リ ン ダ 内 の ピ ス ト ン が 作 動 連 結 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 出 力 ロ ッ ド
２ ２ の 基 端 カ ッ プ 部 ６ ８ と リ ア ク シ ョ ン デ ィ ス ク ２ １ と は 、 復 帰 ば ね ２ ６ に よ り バ ル ブ ボ
デ ー ６ の 前 端 に 押 圧 固 定 さ れ た リ テ ー ナ ６ ９ に よ り 抜 止 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 、 本 気 圧 式 倍 力 装 置 １ Ａ の 作 用 を 説 明 す る 。
　 本 気 圧 式 倍 力 装 置 １ Ａ は 、 そ の リ ヤ シ ェ ル ２ ８ の 後 面 に 突 設 し た 複 数 の ス タ ッ ド ボ ル ト
８ ０ を 利 用 し て 図 示 し な い 車 体 に 取 付 け ら れ る 一 方 で 、 そ の フ ロ ン ト シ ェ ル ３ ０ の 前 面 に
突 設 し た ス タ ッ ド ボ ル ト ８ １ を 利 用 し て 、 図 示 を 略 す マ ス タ シ リ ン ダ が 本 気 圧 式 倍 力 装 置
１ Ａ に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 こ の 取 付 状 態 で ブ レ ー キ ペ ダ ル （ 図 示 せ ず ） が 踏 込 ま れ る と 、 入 力 ロ ッ ド ７ が
前 進 し て プ ラ ン ジ ャ ８ が 前 進 し 、 プ ラ ン ジ ャ ８ の 後 端 の 大 気 用 弁 座 ２ ０ が ポ ペ ッ ト 弁 体 １
２ Ａ か ら 離 間 し て 大 気 弁 １ ０ が 開 く 。 こ れ に よ り 、 消 音 用 フ ィ ル タ ４ ２ 及 び 防 塵 用 フ ィ ル
タ ４ ３ を 通 し て バ ル ブ ボ デ ー ６ 内 に 大 気 が 流 入 し 、 こ の 大 気 は 、 さ ら に 大 気 弁 １ ０ か ら 大
気 通 路 ２ ５ を 経 て 変 圧 室 ４ に 導 入 さ れ る 。 こ の 結 果 、 負 圧 が 導 入 さ れ て い る 定 圧 室 ３ と 大
気 が 導 入 さ れ た 変 圧 室 ４ と の 間 に 圧 力 差 が 発 生 し 、 こ の 圧 力 差 に よ り バ ル ブ ボ デ ー ６ を 含
む パ ワ ー ピ ス ト ン ５ が 推 進 し 、 そ の 推 力 が バ ル ブ ボ デ ー ６ か ら 出 力 ロ ッ ド ２ ２ を 経 て マ ス
タ シ リ ン ダ 側 へ 出 力 さ れ る 。 一 方 、 前 記 出 力 に よ る 反 力 の 一 部 が 、 出 力 ロ ッ ド ２ ２ か ら リ
ア ク シ ョ ン デ ィ ス ク ２ １ 及 び プ ラ ン ジ ャ ８ を 経 て 入 力 ロ ッ ド ７ に 伝 達 さ れ 、 こ れ に よ り 入
力 の 増 大 に 応 じ て 出 力 が 上 昇 す る 倍 力 作 用 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 倍 力 作 用 の 開 始 に 際 し て は 、 大 気 弁 １ ０ が 開 弁 し た 際 に は 、 負 圧 状 態 と さ
れ て い る 負 圧 通 路 ７ １ は ポ ペ ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 ７ ０ Ａ と 遮 断 さ れ て い る 一 方 、 ポ ペ ッ ト
弁 体 背 面 側 空 間 ７ ０ Ａ に は 大 気 が 導 入 さ れ る 。 そ し て 、 負 圧 通 路 ７ １ 及 び ポ ペ ッ ト 弁 体 背
面 側 空 間 ７ ０ Ａ に よ る 差 圧 に よ り 、 弁 体 離 着 座 部 ５ ７ は 負 圧 通 路 ７ １ 側 、 す な わ ち 負 圧 用
弁 座 ７ ３ を 閉 弁 す る 方 向 の 圧 力 を 受 け る 。 こ の 結 果 、 大 気 弁 １ ０ を 開 弁 し た 際 に 、 真 空 弁
１ １ Ａ を 閉 弁 さ せ る た め に 必 要 と さ れ る ば ね 力 を 小 さ く で き 、 ひ い て は 無 効 入 力 を 小 さ く
で き る 。
　 そ し て 、 こ の よ う に 無 効 入 力 を 小 さ く で き る こ と か ら 、 ロ ン グ ス ト ロ ー ク 化 に 付 随 し て
必 要 と さ れ る 低 ペ ダ ル 比 化 を 行 っ て も 、 ペ ダ ル 踏 力 を 増 加 さ せ な く て 済 む こ と に な る 。 換
言 す れ ば 、 ペ ダ ル 踏 力 を 増 加 さ せ ず に ロ ン グ ス ト ロ ー ク 化 （ ひ い て は こ れ に 伴 う 低 ペ ダ ル
比 化 ） を 図 る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 ベ ロ ー 部 ５ ６ の 先 端 側 が 、 弁 体 離 着 座 部 ５ ７ の 内 径 側 部 分 に 連 結 さ れ て い る の で
、 ポ ペ ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 ７ ０ Ａ を 広 く 取 る こ と が で き 、 ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ １ ６ Ａ を ポ
ペ ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 ７ ０ Ａ に 配 置 す る ス ペ ー ス を 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ベ ロ ー
部 ５ ６ の 有 効 半 径 を 従 来 よ り も 小 さ く で き る の で 、 ベ ロ ー 部 ５ ６ に 作 用 す る 差 圧 の 面 積 が
小 さ く な る 。 そ の 分 、 差 圧 力 が 小 さ く な る た め バ ル ブ ス プ リ ン グ 力 を 小 さ く で き 、 結 果 的
に 無 効 入 力 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 こ の よ う に 広 く さ れ た ポ ペ ッ
ト 弁 体 背 面 側 空 間 ７ ０ Ａ に ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ １ ６ Ａ を 配 置 し 、 ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ １ ６
Ａ を 筒 体 肉 厚 部 ７ ６ 及 び 弁 体 離 着 座 部 ５ ７ 間 に 介 在 さ せ て い る 。 こ の た め 、 ポ ペ ッ ト ス プ
リ ン グ １ ６ Ａ の ば ね 力 は 、 真 空 弁 １ １ Ａ に 対 し 、 確 実 に 押 し 付 け 力 と し て 働 き シ ー ル 性 を
確 実 に で き る 。 ま た 、 大 気 が 、 変 圧 室 ４ に 導 入 さ れ る 時 、 ポ ペ ッ ト ス プ リ ン グ １ ６ Ａ を 通
ら な い の で 、 空 気 連 通 音 低 減 の 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 １ つ の パ ワ ー ピ ス ト ン ５ を 備 え た 、 い わ ゆ る シ ン グ
ル 型 と し て 気 圧 式 倍 力 装 置 １ Ａ を 構 成 し た が 、 本 発 明 は 、 ２ つ の パ ワ ー ピ ス ト ン を 備 え た
タ ン デ ム 型 と し て 構 成 し て も よ い こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 に 係 る 気 圧 式 倍 力 装 置 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の バ ル ブ ボ デ ー の 負 圧 通 路 開 口 部 を 含 む 部 分 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 気 圧 式 倍 力 装 置 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ Ａ … 気 圧 式 倍 力 装 置 、 ２ … シ ェ ル 本 体 、 ３ … 定 圧 室 、 ４ … 変 圧 室 、 ５ … パ ワ ー ピ ス ト
ン 、 ６ … バ ル ブ ボ デ ー 、 ７ … 入 力 ロ ッ ド 、 ８ … プ ラ ン ジ ャ 、 ９ … 弁 機 構 、 １ ０ … 大 気 弁 、
１ １ Ａ … 真 空 弁 、 １ ２ Ａ … ポ ペ ッ ト 弁 体 、 １ ５ … バ ル ブ ス プ リ ン グ 、 １ ６ Ａ … ポ ペ ッ ト ス
プ リ ン グ 、 ２ ０ … 大 気 用 弁 座 、 ２ １ … リ ア ク シ ョ ン デ ィ ス ク 、 ３ ９ … 筒 状 部 、 ５ ６ … ベ ロ
ー 部 、 ５ ７ … 弁 体 離 着 座 部 、 ７ ０ Ａ … ポ ペ ッ ト 弁 体 背 面 側 空 間 、 ７ １ … 負 圧 通 路 、 ７ ２ …
負 圧 通 路 開 口 部 、 ７ ３ … 負 圧 用 弁 座 。

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(10) JP 2006-88887 A 2006.4.6



フロントページの続き

(72)発明者  渡辺　修三
            山梨県南アルプス市吉田１０００番地　トキコ株式会社山梨工場内
Ｆターム(参考) 3D048 BB27  BB31  BB48  CC26  EE10  EE15  EE17  EE20  EE25  EE37 

(11) JP 2006-88887 A 2006.4.6


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

